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特定保守管理医療機器／管理医療機器／ 36146000 (JMDNコ ード）

機械器具 21 内臓機能検査用器具

肺運動負荷モニタリングシステム

呼気ガス代謝モニターメ ータマックス3B

＊【禁忌・禁止l

可燃性の麻酔薬のある場所で使用しないで下さい。

屋外使用の際 、 雨天及び降雪時の使用は避けて下さい。

被験者の顔面及び頭部に傷・湿疹等がある場合は、 使用を避け

て下さい。

＊【形状、 構造及び原理等】

亨
”ィ3ン ・ チュープ

I I RS232C ケープル(J.市ンス時使用）

テレメトリー：フ
・

レトりース

有線

処理コンビュー9 ーー ー ー 無線

（原理）

本装置は人体が吐く呼気を取りこみ 、 その換気量と呼気に含まれ

る酸素濃度と炭酸がス濃度を測定し 、 呼気の状態より代謝機能を

測定する装置です。

通常呼気がス分析に必要とされる大気温度、 大気圧の値については

自動に測定され入力されます。

呼気マスクを顔面に装着し自然に呼吸をすることにより 、 呼気マスクに

装着さ れ ているプ0ぺう型のがリューム ・ トうンスデューサーのプo^
°

うが回転し 、

回転量が電気信号に変換、 本体に伝違されて換気量として計測され

ます。

また呼気内の酸素濃度と炭酸がス濃度の測定については、 呼気のサン

プルがスが呼気マスクのサンフ•J吸引用の穴より本体内のがンプによりナフィ3

ン ・ チュープを経由して引き込まれ、 本体内のがス測定センサーにより測定さ

れます。

酸素濃度測定にはケミカE式セガーを使用し 、 炭酸がス濃度測定は赤外線

吸収方式により測定されます。

このように測定された換気量と呼気の酸素濃度、 炭酸カ
・

ス濃度が外

部に接続されたPCによりテ.-,受信 ・ 解析され 、 酸素消費量、 炭酸

がス棧出量、 各種代謝機能を判定するのに必要なテ. -,を得ることが

できます。

測定データはり7ルタイムでPC側にそこターできます。

また本装置には測定テ.-,を蓄積するためのテ• -, ·Dがーを内蔵して

いますので 、 り 7ルタイムで現在の測定中のテ. -,のそこターはもちろん 、

そのテ.-,のすべてをメそリーできます。 測定後PCでのテ·-,解析が可能

です。

本装置にはテレ外＇J-機能を有し、 測定中のテ
・

ータを送信・受信でき 、

PCを使用してり7ルタイムにデータのそこターができます。

本装置は単独でもデータの収集が可能です。

その他、 運動負荷装置との接続などPCを経由して可能です。

又、 外部機器（運動負荷装置など）とも接続のほか、 心拍入力用和

スト1\
．

ンドによる心拍数の測定もでき、 その測定原理としては、 心拍入

力用チェストJ\
．

ンドを胸部に装着し、 心筋の興奮に伴う電気的変化を探知

し、 QRS波が卜うンスミ，9-電気回路を作動させコイルに交流を発生させま

す。 交流が流れたコイルは電磁場を作り、 それがレシーII.—側で探知され

電気回路によりI＼
・

ルス変換されて心拍数として取りこまれます。

（付帯機能）

1．心拍数測定

2．気圧計

3．外気温計

4．測定項目

方式 電磁場式チェストバンド型
測定範囲 15~240拍／分
精度 1拍／分

方式 シリコンゲー ジ式
測定範囲 500~1050ni!ar 以内
精度 1. 8％以内

方式 セミコンダクタ ー式
測定範囲 ー55℃~155℃
精度 1゜C以内

Ta（外気温度） Pa（外気圧）
fc（心拍数） Tb（呼気温度）
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【製造業者又は製造販売業者の氏名又は名称及び住所等】

製造業者 ： CORTEX Biophysik GmbH 

ｺｰﾙﾃｯｸｽ ﾊﾞｲｵﾌｨｼﾞｰｸ ｼﾞｰｴﾑﾋﾞｰｴｲﾁ

Walter-Köhn-Straße 2d D-04356 

Leipzig / Germany 

ﾜﾙﾀｰ-ｺｰﾝ-ｽﾄﾗｯｾ 2d D‐04356

ﾗｲﾌﾟﾁｯﾋ/ｼﾞｬｰﾏﾆｰ

製造販売業者 ： 旭光物産株式会社 

〒113-0033 東京都文京区本郷 1-33-8 
電話番号：03-3814-1635 

*【保守・点検に係る事項】 

水のかからない場所に設置、保管してください。 

気圧、温度、湿度、通風、日光に留意し、埃、塩分、硫黄分等に 

よる悪影響の生じる恐れのない場所に設置、保管してください。 

傾斜、振動、衝撃（運搬時）等、安定状態に注意してください。 

化学薬品の保管場所、又はｶﾞｽの発生する場所に設置、保管しない 

で下さい。 

故障したときには適切な表示をし、専門家にご連絡ください。 

機器、及び部品は必ず定期点検をしてください。 

機器の測定精度を保つ為、酸素ｾﾝｻｰ･ﾅﾌｨﾖﾝﾁｭｰﾌﾞ等の消耗品は

約 6ヶ月に 1 度交換して下さい。 

業者による１年ごとの保守点検を推奨しています。 

機器は絶対に勝手な改造をしないでください。 

機器は電波法に基づき検討を受けている機器ですので改造はもち

ろんのこと、機器の開放はしてはいけません。又、証明ﾗﾍﾞﾙを

剥がしてはいけません。このような行為を行った場合は、電波法

により罰せられる場合があります。 

【包装】 

本装置の包装用ｷｬﾘﾝｸﾞ･ﾒﾀﾙｹｰｽには以下のｾｯﾄで同包されています。 

４／４ 

(1) 本体（測定部・ﾊﾞｯﾃﾘｰ部）

(2) ﾎﾞﾘｭｰﾑ･ﾄﾗﾝｽﾃﾞｭｰｻｰ（ｼﾞｬﾝｸｼｮﾝ･ｹｰﾌﾞﾙ付）

(3) 呼気ﾏｽｸ

(4) ﾍｯﾄﾞﾎﾙﾀﾞｰ（頭用固定ﾊﾞﾝﾄﾞ）

(5) ﾅﾌｨﾖﾝ･ﾁｭｰﾌﾞ

(6) ﾊﾞｯﾃﾘｰ

(7) 携帯用ﾊｰﾈｽ

(8) PC 用ｿﾌﾄｳｪｱ

(9) 取扱説明書

(10) 心拍入力用ﾁｪｽﾄﾊﾞﾝﾄﾞ

(11) ﾃﾚﾒﾄﾘｰ:ﾌﾞﾙｰﾄｩｰｽ USB ｱﾀﾞﾌﾟﾀ（ｱﾝﾃﾅ）

(12) ｲﾔﾎﾝ

(13) ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電器

(14) ﾊﾞｯﾃﾘｰの充電器 AC ｱﾀﾞﾌﾟﾀ

(以下ｵﾌﾟｼｮﾝ)

(15) ｽｨｰﾑ用ﾌｪｰｽﾏｽｸ

(16) ｽｨｰﾑ用呼気蛇管

(17) ｳｨﾝﾄﾞ･ｼｰﾙﾄ

また、ｷｬﾘﾝｸﾞ･ﾒﾀﾙｹｰｽ以外の物として、

(1)処理ｺﾝﾋﾟｭｰﾀ（PC） 
(2)ｼﾘﾝｼﾞ（3L）
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